
日付 国保書面　決定事項 日付 会議・合意等 日付 被告書面　決定事項 日付 労組書面　決定事項 日付 会議・合意等 日付 被告書面　決定事項

1 H8.6.1
健保組合事務改善に
関わる現状分析　委託
（委託費1920万円）

2 H9.1.31
現状分析調査報告書
（４ｐ）

3 H9.3.10
本件電算システム提案
依頼書　通知

4 H9.3.21
本件電算システム提案
書　　（５Ｐ）

5 H9.4.15 国保、被告を選定

6 H9.5.1

7 H9.5頃
電算化検討委員会設
置

H9.5頃
プロジェクトチーム結成
システム開発着手

8 H9.5.20

事務分担表、業務棚卸
表、帳票調査票作成作
業　（6月末交付）
作業工程表上は７月に
DFD検証、１０月３１日
までにプロトタイプ検証
の予定

9 H9.9.24 DFD 交付

10 H9.10 DFD　検証作業

11 H9.12.2

12
H9.12.5頃
から

データ入力方法につい
て、それまでの規定路
線であった支部入力方
法以外に、原告国保入
力方法の検討を開始。
被告に伝達。（４８ｐ）

13
H9.12月

以降

プロトタイプ検証、シス
テム連絡会議、管理
チーム打ち合わせ等
で、各自懸案事項につ
いて検討等

14 H10.1.5 システム連絡会議

15 H10.2.2
基本設計書受領書、検
収書　交付

H10.2.2 基本設計書（９P)　納品

16 H10.3.20
労組打ち合わせ（５０
ｐ）

17 H10.3.27

18 H10.4頃

19 H10.5.29

20 H10.6月
「本件共済システム提
案書」（１６ｐ）

21
H10.8.28

（遅くとも）

22 H10.9.1

23 H10.9頃

24 H10.11.1

画面仕様、帳票仕様確定作業開始

プログラム仕様書作成

本件電算システム 本件共済システム

本件電算システム開発契約　締結(調印は、H9.9.26以降）　　(５Ｐ　)　納期H10.12.31

被保険者資格管理業務プロトタイプ検証　同月４日　組合員管理業務プロトタイプ検証

本件共済システム開発契約　締結　（１７ｐ）

本件電算システム開発契約の納入期限延期　交渉開始/　本件電算システム開発追加契約交渉開
始

本件電算システム開発契約納期を延期（１０ｐ）と、介護保険法成立（H9.12.9)への対応をH11.7.5以
降に行うことに合意。

本件電算システム開発追加契約（１０ｐ）　締結（納期H11.3.31)　　委託料９４５０万円

本件電算システム開発契約　委託料全額2億5200万円支払
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25 H10.11.2

「第2次電算システムの
開発状況と今後の対応
について」　被保険者
資格管理業務、組合員
管理業務の残部をH11
年４月延期申入→原告

26 H10.11頃

27 H10.12.8
段階的稼働の合意
総務業務第2次リリー
スをH11年７月に延期

28 H11.1月 一部稼働　（１１P） H11.1月
マスターデータ移行作
業（以降毎月実施）

29 H11.2月頃
どけん共済制度導入検
討開始

30 H11.2.22 納期の再延期の申入

31 H11.3.16

「第2次電算システム本
番稼動時期の延期に
ついて」　再延期の申
入

32 H11.3月

（または４月）本件共済
システムをどけん共済
制度に対応させる点要
望

33 H11.3.12

本件電算システム稼働
の遅れに伴う変更点を
記載した書面交付　入
出力方法の変更を伝達

34 H11.3.18
書面により稼働時期の
延期等申入　→労組了
承

35 H11.3.26
被告一部稼働調査報
告書（１）提出

36 H11.4.8
本件共済システム　テ
スト品納品

37 H11.4.12
（同年7月９日まで13
回）設計見直し等に関
する打ち合わせ

H11.4.19
テスト品にどけん共済
制度に対応等５４項目
の改善要求

38 H11.4.23

今度方針を協議
国保、被告に開発業務
に専念依頼、その他事
項を要請　（１２P)

39 H11.4.30
「第2次電算システム開
発の遅れについてのお
詫び」

40 H11.5.10
「一部稼働の停止依
頼」

一部稼働停止

41 H11.5.18
本件共済システム　テ
スト品　再度納品

42 H11.5.31

担当者発言「本当に被
告だけが悪いのか」
「開発費用増加分４億
円のうち、国保負担分
９０００万円と考える」

43 H11.6.11
システム全体構想につ
いての打ち合わせ

44 H11.6.15
一部稼働システムにつ
いてラッシュテスト→エ
ラー発生

移行作業開始
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45 H11.6.22
（同月24日、7月7日、
12日）本件設計書につ
いての打ち合わせ

46 H11.6.23

発言「開発費用は総額
で10億円を超える。国
保にその一部負担を求
める。」

47 H11.7.14

本件電算システムのレ
プリカ作成の上、本件
共済システムに当該レ
プリカ参照を提案　→
原告了承
これに基づきこの仕組
みを構築

48 H11.7.23
「今後のシステム開発
と費用について」（１３
P)

49 H11.7.29

国保N理事長と、被告O
専務会談
国保の一部負担もしく
は開発規模縮小を要
請（１３ｐ）

50 H11.8.9 「担当者間調整資料」

51 H11.8.10

本件共済システム本体
一式の検収依頼（９月
１日予定日）
→原告検収書提出せ
ず

52 H11.8.25 「修正案」（１３P)

53 H11.9.6
解約承認決議があった
旨被告に通知

H11.9.6
どけん共済制度に対応
した本件共済システム
のテスト品を納品

54 H11.9.13
「本件回答書」にて本
件解除の意思表示

H11.9.13
D社に対し、本件共済シ
ステム改修の業務委託
発注の意向伝達

H11.9.13
「本件共済システム設
計書」　（１９P)

55 H11.9.24

56 同日

本件共済システム本体
一式、システム設計
書・操作マニュアル　納
品

57 H11.9.27
納品物に対して、質問・
改善要求

58 H11.10.9

開発業務の遂行不可
能になったことは国保
の債務不履行であり、
損害賠償請求の予定
であることを通知

59 H11.10.15 「御試算書」（２０P)

60 H11.10.25

本件共済システムによ
る業務開始→エラー発
生等により、本件共済
システムの改善を要求

61 H11.11.24
D社に対し、業務委託
発注（納期１２月１０日）

62 Ｈ12．1月 一部稼働報告書（２）

63 H12.1.21
残委託金９０００万円及
び追加費用の５億９００
０万円の請求

「本件共済システム開発追加契約」　調印　（ただし、契約書に記載の締結日８月２日）（２０P）
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64

H１１年１０月１１月分の
データ移行切り替え作
業実施、１２月分拒絶
（労組が御試算表記載
の費用を支払わなかっ
たため）

65 H12.1月頃
D社、本件共済システ
ム改修完成

66 Ｈ12．２月 一部稼働報告書（３）

67 H12.3.25

本件共済システム開発
契約等の委託料２４１９
万４１００円、２か月分
のマスターデータ移行
切替作業３０８万円請
求

68 Ｈ12．８月
Ｅ社による一部稼働シ
ステムラッシュテスト

69 H12.12.1
原告一部稼働調査報
告書

70 H13.2.19

国保の協力義務違反
を理由に本件電算シス
テム契約の解除の意
思表示
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